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１．はじめに 
 現在，地表面フラックスの観測的研究では熱収支が閉

じない問題（いわゆる imbalance 問題）が顕在化してい

る．Imbalance 問題には各乱流機自身が持つ技術的問題

（以下技術問題）と Science としての問題が混在してお

り，前者に関しては，国内外の代表的な乱流機を持ちよ

り，その特性を把握するための観測が筑波大陸域環境研

究センターで 2000 年と 2001 年に実施された（詳細は

2000 年観測は戸田ほか, 2000, 2001 年観測は石田ほか，

2003 を参照）．その結果，超音波風速温度計（いわゆる

SAT）に関しては設置境界層内の自然乱流下ではそれぞ

れの測器形状の違いによる誤差は小さく，おおむね同じ

乱流を計測出来うる，という結果を得た． 
 一方，Science な問題として，Large Eddy Simulation 
(LES)を用いた思考実験から，SAT による点計測フラッ

クスは対象地域が水平一様であっても空間的なばらつき

が±50%程度もあり得るという興味深い結果（渡辺・神

田，2002）が得られている．上記思考実験を検証するた

めには，実際に乱流機を水平一様と思われる領域に出来

るだけ多く展開する必要があり，それが本観測プロジェ

クトのモチベーションとなった． 

 
図１ 観測対象地域（詳細地形図） 

2. Catch A Plume by SATs (CAPS) 概要 
 上記の問題意識に基づき，持ち寄れる乱流測器を出来

るだけ集め観測は実施された．観測対象地域は出来るだ

け水平一様であり，なおかつ過去の観測実績（琵琶湖プ

ロジェクト，プロジェクト概要は中北, 2000 を参照）か

ら地域住民の理解も深い琵琶湖北東岸（滋賀県高月町お

よび木之本町，図１）の水田地帯とした．観測領域のほ

ぼ２割は野菜畑となっているが，日本の水田利用を考え

るとある意味で典型的な水田であるといえる．集められ

た乱流測器群の配置に関しては以下の方針を立てた： 
・ 潜熱・顕熱共に計測できるセット（Super Site と定

義）は観測本部（図 2 の V1）から南北方向に１直

線上に配置する（このパスに最大 5km のパスを確

保できるシンチロメータを配置）． 
・ 顕熱のみを計測（SAT のみ）するサイト（SAT site

は出来るだけ東西方向に対になるように配置した．

また，短距離計測用のシンチロメータは東西パスを

計測するように配置した． 
上記２つの設置方針に基づいた実際の配置図を図２に示

す．参加した測器群は SAT に関しては 17 台，水蒸気変

動計は 4 台，シンチロメータは 4 台，ドップラーソーダ

２台となり，さらに３時間毎のゾンデ放球，航空機によ

る地表面温度計測が２回実施され，世界でも例を見ない

大規模な乱流観測が行われた．発表時には観測概要の詳

細に関して述べる予定である． 
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図２ 実際の観測時の測器群配置図 
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